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ミャンマー中部には哺乳類など脊椎動物化石を含む新
第三系イラワジ堆積層が分布している．イラワジ堆積層
は河川成堆積物で，サルやネズミのような有蹄類以外の
化石はほとんど見つかっていなかったが，近年，グウェ
ビン地域の上部鮮新統からこれらの哺乳類を含む脊椎動
物化石が密集して発見された．化石密集層は層厚1 m 
弱の黒色シルト層で，上部が石灰質砂岩層で覆われて 
いる．とりわけ齧歯類とオナガザル科コロブス亜科の
Semnopithecus gwebinensisが多産しており，グウェビン
地域内では同様の化石密集層が点在していることがわ
かった（Nishioka et al., 2015; Takai et al., 2016）．各地
点からは哺乳類以外にも爬虫類（ワニ，カメ），淡水性魚
類などが見つかっており，東南アジア大陸部の後期鮮新

世脊椎動物相を明らかにできる重要な化石産地である．
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図1．ミャンマー中部グウェビン地域のイラワジ堆積層．表層は第四紀の河川成段丘堆積物（赤土）で覆われている．
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図4．化石密集層から小型化石を採取している様子．

図3．脊椎動物化石を多く含む黒色のシルト層（東側断面）と
直上の石灰質砂岩層．

図2．脊椎動物化石が密集して見つかった産地（矢印で示した地点に化石密集層が分布）．


